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一般社団法人　そらの郷　　　　　

　徳島県・美馬市・三好市・つるぎ町・東みよし町　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
若
者
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
現
場

〝
日
本
一
の
田
舎
〟そ
ら
の
郷

体験交流とＳＤＧｓ推進

株式会社　ＪＳＨ
五島市体験交流協議会

（担当：松本　俊也）

長崎県・五島市

「
世
界
遺
産
の
国
境
離
島
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

つばきねこ

一般社団法人　幡多広域観光協議会

　高知県・四万十・足摺エリア　

「
主
体
的
・
対
話
で
深
い
学
び
」で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
考
え
る

日
本
最
後
の
清
流
を
体
験

（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興課内）
　 担当（田村・田井）　　　　　　　　　　　　　　　　
　営業時間　月～金曜日　9：～：（祝日は除く）　

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

広島湾ベイエリア・大崎上島

自
然
と
歴
史

人
情
を
感
じ
る
感
動
の
島

〒‐　徳島県三好市池田町シマ‐
TEL　‐‐　FAX　‐‐

E-mail:sora@cn05.awaikeda.net
URL https://nishi-awa.jp/soranosato/

傾
斜
地
に
点
在
す
る
集
落
「
天
空

の
里
」
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―
Ｐ
Ｂ
Ｌ
×
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
元
高
校
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
取
り
組
む

世界が認めるウォータースポーツフィールド

ｗｉｔｈコロナの農業
体験・農文化学習。エシ
カル農業の知恵を学ぶ

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践

　
四
国
、
徳
島
県
の
西
部

「
そ
ら
の
郷
」
は
、
四
国
の

中
央
に
位
置
す
る
に
し
阿
波

（
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る

ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
）
エ
リ

ア
で
す
。「
大
歩
危
・
祖
谷
」

「
吉
野
川
」に
代
表
さ
れ
る
自

然
、
歴
史
文
化
、
伝
統
や
伝

承
、さ
ら
に
独
自
の
食
文
化
、

伝
統
芸
能
に
彩
ら
れ
た
全
国

屈
指
の
観
光
地
域
で
あ
る
と

共
に
、
素
朴
で
温
か
み
の
あ

る
古
き
良
き
暮
ら
し
が
今
も

な
お
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ら
の
郷
の
民
泊
家
庭

は
、
そ
の
多
く
が
山
腹
の
急

傾
斜
地
に
、
張
り
付
く
よ
う

に
形
成
さ
れ
る
集
落
に
存
在

し
、
特
有
の
文
化
的
背
景
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
山
畑
の

コ
エ
グ
ロ
、
石
積
み
、
人
家

な
ど
が
、
一
つ
と
な
っ
た
傾

斜
地
に
お
け
る
自
然
共
生
の

風
景
こ
そ
が
「
日
本
一
の
田

舎
」
や
「
桃
源
郷
」
と
も
称

さ
れ
る
、
日
本
の
原
風
景
で

す
。

　
生
徒
た
ち
は
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
茶
摘
み

や
タ
マ
ネ
ギ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

雑
穀
の
収
穫
な
ど
、
少
量
多

品
種
の
自
給
的
農
業
を
協
働

し
ま
す
。
収
穫
し
た
旬
の
野

菜
や
山
菜
を
使
っ
て
田
舎
料

理
を
共
同
調
理
、
家
族
団
ら

ん
の
食
事
で
の
心
の
交
流
。

高
度
な
土
地
利
用
が
成
す
、

エ
シ
カ
ル
農
業
ラ
イ
フ
や
、

生
物
多
様
性
を
補
完
し
貧
困

問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
農
法
な
ど
、

各
種
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン
テ
ン
ツ

の
実
践
体
験
に
よ
っ
て
〝
日

本
一
〟
の
厳
し
さ
を
豊
か
に

変
え
る
暮
ら
し
を
学
び
ま

す
。

　
そ
ら
の
郷
は
「
地
方
創
生

の
成
功
事
例
」
と
い
わ
れ
、

２
０
１
６
年
、
農
林
水
産
省

か
ら
「
食
と
農
の
景
勝
地
」

の
認
定
。

年
、
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら

「
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
）
」
の
認
定
。

年
に

は
、
第

回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ

ッ
ポ
ン
大
賞
、
「
内
閣
総
理

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

現
場
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
地
域

推
進
拠
点
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決

型
学
習
）
×
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
校
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
Ｗ
Ｓ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
組
み
立
て
る
、
ほ

ん
も
の
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
コ

ロ
ナ
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
、
そ
し
て
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の

時
代
に
対
し
、社
会
に
対
し
、

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
現
場

「
日
本
一
の
田
舎
」と
し
て
、

未
来
を
変
え
る
若
者
を
育
成

し
ま
す
。

　
な
お
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

の
民
泊
受
け
入
れ
が
功
を
奏

し
、
民
泊
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
衛
生

管
理
を
導
入
す
る
な
ど
、
品

質
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
成
功

し
ま
し
た
。
全
て
の
民
泊
家

庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
研
修
の
安
全
衛
生
講
習

を
受
け
、
危
機
管
理
や
安
全

対
策
に
関
す
る
万
全
の
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
■
民
泊
阿
波
お
ど
り
＝
集

落
の
に
ぎ
わ
い
と
し
て
、
念

仏
踊
・
風
流
踊
の
阿
波
お
ど

り
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
過
酷
な
農
業
疲
れ
を
吹

き
飛
ば
す
芸
能
娯
楽
。
離
村

式
で
は
輪
踊
り
で
再
開
を
誓

い
門
出
を
祝
い
ま
す
。
農
文

化
継
承
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
中
。

　
■
吉
野
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

＝
日
本
三
大
暴
れ
川
、
吉
野

川
は
世
界
ク
ラ
ス
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
コ
ー
ス
。
２
０
１
７

年
、
日
本
初
の
世
界
選
手
権

を
開
催
。
仲
間
と
ボ
ー
ト
を

操
り
、
激
流
を
乗
り
越
え
、

五
感
で
自
然
と
対
峙

た
い
じ

し
ま

す
。

　
■
吉
野
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

＝
多
世
代
交
流
型
の
ス
ポ
ー

ツ
を
介
し
、
河
川
環
境
マ
イ

ン
ド
や
心
身
の
健
全
な
成
長

を
促
し
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

〒‐　長崎県五島市末広町‐
TEL　‐‐　FAX　‐‐

　URL https://www.goto-shimatabi.com/
　Email:jsh-travel@jsh-japan.jp

「釣りの聖地」で行う船釣り体験（市内全地区）

国
内
初
の
浮
体
式
風
力
発
電
施
設
「
は

え
ん
か
ぜ
」
（
崎
山
漁
港
沖
）

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
「
水
之
浦
教
会
」

　
九
州
の
西
の
端
、
長
崎
か

ら
西
に
約
１
０
０
㌔
に
位
置

し
、
の
有
人
島
、
の
無
人

島
で
構
成
さ
れ
る
五
島
市
。

　
古
く
は
遣
唐
使
の
寄
港

地
、
海
外
貿
易
の
拠
点
と
し

て
栄
え
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク

信
仰
の
地
と
し
て
数
多
く
の

教
会
が
点
在
し
、
さ
ら
に
倭

寇
や
空
海
の
伝
説
が
残
り
、

城
郭
や
武
家
屋
敷
な
ど
歴
史

文
化
遺
産
も
豊
富
で
あ
る
こ

と
が
五
島
市
の
魅
力
で
す
。

　
■
五
島
市
体
験
交
流
協
議

会　
五
島
市
体
験
交
流
協
議
会

で
は
、
豊
か
な
自
然
と
多
様

な
農
林
漁
業
の
営
み
、
歴
史

や
文
化
を
生
か
し
た
体
験
交

流
型
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
五
島
感
動
し
ま
旅
！
」

と
銘
打
っ
た
一
連
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
に
暮
ら
す
人

の
生
業
や
生
活
を
一
緒
に
体

験
し
た
り
、
地
域
の
自
然
や

歴
史
を
と
も
に
楽
し
ん
だ
り

と
い
っ
た
そ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
、「
ほ
ん
も
の
体
験
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
全
域
で
最
大
１
０
０

軒
４
０
０
人
ま
で
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
す
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み　
本
協
議
会
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
各
目
標
に
つ
い
て
、
深

く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
崎
山
地
区
の

「
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
と

船
釣
り
」で
は
、海
岸
か
ら
約

５
㌔
の
洋
上
に
設
置
さ
れ
た

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
施
設

で
あ
る
風
車
を
、
実
際
に
漁

船
に
乗
っ
て
間
近
で
見
学
し

ま
す
。
海
上
約
１
０
０
㍍
に

そ
び
え
る
そ
の
姿
は
、
見
る

も
の
を
圧
倒
し
ま
す
。
風
車

見
学
の
後
は
、
周
辺
海
域
で

船
釣
り
を
行
い
ま
す
。
風
車

を
つ
な
ぐ
係
留
チ
ェ
ー
ン
は

漁
礁
の
役
目
も
果
た
し
、
生

息
す
る
魚
種
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。残
念
な
が
ら
、風
車
の
す

ぐ
近
く
で
釣
り
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
釣

り
の
聖
地
、
五
島
で
の
船
釣

り
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
風
車
の
管
理
の
一

部
を
担
当
し
て
い
る
潜
水
会

社
の
講
話
は
、
地
元
住
民
と

の
共
同
作
業
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
活
動
を
知
る
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、

「
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

「
⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」
に
つ
い
て
関
連
付
け
て

考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
も
う
一
例
と

し
て
、
岐
宿
地

区
の
「
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
の
歩

み
　
教
会
見
学

と
巡
礼
道
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
」
を

紹
介
し
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
信

仰
の
地
と
し
て

数
多
く
の
教
会

が
点
在
す
る
五

島
市
の
特
性
を

生
か
し
た
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
ス
タ

ー
ト
と
ゴ
ー
ル
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
約
１
時
間
半
の
コ
ー
ス

は
、
舗
装
の
さ
れ
て
い
な
い

自
然
歩
道
で
、
適
度
な
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
、
ゴ
ー
ル

近
く
で
は
、
パ
ッ
と
視
界
が

開
け
、
水
ノ
浦
の
美
し
い
海

に
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
五
島
の
自
然

を
味
わ
え
る
気
持
ち
の
良
い

コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、

実
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
当

時
に
入
牢
さ
せ
ら
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
別
の
牢
へ
移
動

す
る
た
め
に
、
縄
で
体
を
縛

ら
れ
な
が
ら
歩
か
さ
れ
た
道

で
し
た
。
当
時
に
思
い
を
寄

せ
、
現
在
で
も
年
に
１
回
、

信
者
の
方
が
巡
礼
道
と
し
て

歩
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

の
説
明
で
こ
の
話
を
聞
き
、

追
体
験
す
る
つ
も
り
で
歩
く

と
、
全
く
違
う
感
想
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
⑩
人

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ

う
」
「
⑯
平
和
と
公
正
を
す

べ
て
の
人
に
」
と
い
っ
た
、

大
き
く
て
捉
え
が
た
い
目
標

も
、
五
島
の
歴
史
と
、
い
ま

も
息
づ
く
生
活
を
通
し
て
、

学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
う
い
っ
た
五
島

市
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
、
五
島
市
で
し
か

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
未
来
を
創
る
子
ど
も

た
ち
に
深
い
学
び
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

四万十川でのカヌー体験

人気が高い「カツオのわら
焼きタタキづくり体験」

自
然
と
人
と
の
共
生
の
形
を
学

ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

防災学習で砂浜へ

〒‐　高知県四万十市駅前町－
TEL　‐‐　FAX　‐‐

E-mail:syuryo@hata-koiki.com
　　　 URL https://www.hata-kochi.jp/

　
四
国
の
西
南
部
に
位
置
す

る
高
知
県
の
四
万
十
・
足
摺

（
幡
多
）
地
域
は
、
日
本
最

後
の
清
流
と
い
わ
れ
て
い
る

「
四
万
十
川
」
を
中
心
に

「
足
摺
岬
」
な
ど
山
、
川
、

海
と
多
様
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
商
品
化
し
て
お
り
、
全

国
に
誇
れ
る
自
然
体
験
型
観

光
の
先
進
地
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム

　
自
然
豊
か
な
幡
多
地
域

で
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
を
通
し
て
、
持

続
可
能
な
社
会
を
未
来
に
つ

な
ぐ
た
め
に
、
自
分
た
ち
は

主
体
的
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ま
す
。

　
■
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
何
に
も
な
い
の
に
、
な
ん

で
も
あ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
体
験
を
中
心
に
、食
、文
化
、

漁
業
、
農
林
業
な
ど
１
０
０

種
類
を
超
え
る
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。

　
■
田
舎
暮
ら
し
体
験

　
特
に
大
都
市
圏
の
学
校
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の

は
、
一
般
の
農
山
漁
村
家
庭

の〝
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
〟

を
体
験
で
き
る
「
田
舎
暮
ら

し
体
験
」
で
す
。
現
在
、
受

け
入
れ
家
庭
数
は

軒
を
超

え
、
１
日
最
大
３
０
０
人
程

度
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
山
、
川
、
海

に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で

は
、
自
然
を
知
り
、
触
れ
合

う
こ
と
で
自
然
と
と
も
に
生

き
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
■
カ
ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
タ

タ
キ
づ
く
り
体
験

　
高
知
の
食
文
化
の
代
表
で

も
あ
り
、
一
番
人
気
で
す
。

漁
師
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
り
、
生
徒
自
ら
が
カ
ツ
オ

１
本
を
丸
ご
と
さ
ば
い
て
わ

ら
で
焼
き
、
タ
タ
キ
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。
こ
の
体
験
に

よ
り
カ
ツ
オ
漁

の
歴
史
や
高
知

の
食
文
化
な
ど

を
感
じ
、
食
材

へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
育
む
と

と
も
に
、
魚
嫌

い
の
生
徒
も
自

然
と
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

す
。

　
■
四
万
十
川

カ
ヌ
ー
体
験

　
初
心
者
で
も

安
全
か
つ
気
軽
に
体
験
で
き

ま
す
。
カ
ヌ
ー
か
ら
見
る
自

然
景
観
は
、
日
本
の
原
風
景

と
も
言
え
ま
す
。
最
後
の
清

流
、
四
万
十
川
を
見
る
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
す
。

　
■
防
災
学
習

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か

ら
身
を
守
り
、
生
き
る
力
を

育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
過
去
に
起
こ

っ
た
事
例
を
学
ぶ
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る

近
い
将
来
の
災
害
に
つ
い
て

自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
行

動
が
で
き
る
か
を
考
え
、
一

人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
■
受
け
入
れ
態
勢

　
受
け
入
れ
窓
口
の
幡
多
広

域
観
光
協
議
会
は
、
高
知
県

と
幡
多
６
市
町
村
（
四
万
十

市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、

黒
潮
町
、大
月
町
、三
原
村
）

で
組
織
し
、
四
万
十
・
足
摺

地
域
で
し
か
体
験
で
き
な
い

豊
か
な
自
然
、
食
、
伝
統
文

化
、
生
活
や
人
と
人
と
の
心

の
つ
な
が
り
を
生
徒
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
安
全
で
信
頼

性
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
最
適
な
櫂
伝
馬
体
験

フェリーに乗ってお別れ

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

瀬
戸
内
海
で
船
釣
り
体
験

農業や食を学ぶ農業体験
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広
島
県
大
崎
上
島
町
は
、

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
面
積

・

平
方
㍍
、

人
口
約
７
１
２
９
人
の
離
島

で
す
。
本
土
と
は
、
竹
原
、

安
芸
津
港
と
フ
ェ
リ
ー
で
海

上
約

分
で
結
ば
れ
て
お

り
、
そ
の
他
、
大
崎
下
島
、

大
三
島
、
今
治
市
と
の
航
路

も
あ
り
ま
す
。
離
島
で
は
あ

る
も
の
の
、山
陽
自
動
車
道
、

広
島
空
港
な
ど
に
よ
り
主
要

都
市
と
は
短
時
間
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
海
特
有

の
温
暖
な
気
候
と
風
光
明
媚

な
景
観
の
中
、
島
と
い
う
限

ら
れ
た
土
地
に
生
き
、造
船

業
・
海
運
業
、ミ
カ
ン
、レ
モ

ン
、デ
コ
ポ
ン
な
ど
多
種
類

の
柑
橘

か
ん
き
つ

栽
培
を
は
じ
め
と
す

る
農
業
、水
産
業
な
ど
、先
人

た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
か
ら
体
験
型

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
、
島
の
特

性
、
文
化
を
生
か
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
１
番

の
お
す
す
め
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
２
０
０
年
以
上
の
伝
統

を
誇
る
「
櫂
伝
馬

か
い
で
ん
ま

体
験
」
で

す
。
昔
は
陸

の
伝
達
手
法

は
早
馬
で
し

た
が
、
櫂
伝

馬
は
海
で
の
情
報
伝
令
の
役

目
を
担
っ
た
木
造
船
で
、


人
の
漕こ

ぎ
手
と
太
鼓
１
人
、

船
頭
１
人
の

人
が
乗
り
込

み
ま
す
（
体
験
人
数
１
１
２

人
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
で
役
割
を
担
い
、
独
特

の
掛
け
声
と
太
鼓
で
調
子
を

合
わ
せ
、
心
を
一
つ
に
し
て

櫂
の
動
き
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
育
成
に
比
類
の
な
い
、
学

校
教
育
に
は
極
め
て
有
効
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ま
た
、

瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
海
を
渡

り
、
甘
藻
場
で
海
の
生
命
に

つ
い
て
学
ぶ
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

体
験
、
刺
網
漁
や
船
釣
り
、

波
止
釣
り
で
取
れ
た
ば
か
り

の
魚
の
調
理
体
験
、
タ
イ
や

ヒ
ラ
メ
の
養
殖
漁
業
体
験
、

温
暖
な
気
候
で
育
ま
れ
た
ミ

カ
ン
、レ
モ
ン
、デ
コ
ポ
ン
、

は
る
み
な
ど
の
多
種
類
の
柑

橘
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
イ
チ

ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
過

程
を
学
ぶ
農
業
体
験
な
ど
島

を
ま
る
ご
と
体
験
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　
■
民
泊
体
験

　
１
２
０
人
の
受
け
入
れ
が

可
能
で
す
。
島
の
人
々
と
生

活
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
自
然
と
島
独
特

の
人
情
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
島
の
人
々
の
生
き
方
や

命
の
源
の
食
生
産
を
担
う
農

山
漁
村
の
役
割
を
考
え
、
理

解
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら「
ま
る
ご
と
島
体
験
」

が
、
自
ら
の
生
活
や
家
庭
、

生
き
方
を
省
み
る
機
会
と
な

り
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
心

を
育
む
契
機
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
来
島

い
た
だ
け
る
よ
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
安

全
対
策
や
そ
の
他
、
安
全
、

衛
生
、
防
火
な
ど
各
種
講
習

会
を
行
い
、
万
全
の
体
制
で

皆
さ
ま
を
お
迎
え
致
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
大
崎
上
島
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
プ

ロ
グ
ラ
ム

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
に
加
え
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ

り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際

目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
む
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
●
上
記
櫂
伝
馬
の
ほ
か
売

り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
①
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
（
体
験

人
数
１
２
０
人
）

　
瀬
戸
内
海
の
無
人
島
周
辺

を
航
海
し
ま
す
。
ま
た
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
や
稚
魚
が
す
む

「
魚
の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば

れ
る
瀬
戸
内
海
で
も
有
数
の

甘
藻
場
を
観
察
し
、
環
境
学

習
を
し
ま
す
。

　
②
農
作
業
体
験
（
体
験
人

数
１
０
０
人
）

　
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
な

気
候
で
育
っ
た
柑
橘
類
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ト
マ
ト
、
イ

チ
ゴ
な
ど
の
栽
培
過
程
か
ら

農
業
の
厳
し
さ
を
学
び
、
食

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
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